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1.開発経緯 

阪神大震災の復興支援を契機に時空間

GIS(地理情報システム)の本格開発が進め

られ、その後実用レベルのシステムに発展

した。時間と空間を扱う GIS に関する研究

の経緯はさらに前に遡るが、本格的なシス

テムとしては、京都大学防災研究所を中心

に多くの賛同者の尽力で開発された

DiMSIS-EX:DisasterManagementSpatial 

InformationSystem)があり、ここでシス

テムのコンセプトが固まったと見ることが

できる。 

自治体では、変化する地域の情報を管理

する平常業務と緊急時の対応を業務として

いる。ここでは、地域の変化状況を把握する

ために時空間 GIS が有効である。同時に緊

急時の対応のためには、平常時と緊急時の

業務の連続性が重要であり、そのために「リ

スク対応型地域管理情報システム(RARMIS)」

という概念の提案がなされた。総合的には、

平常時から緊急時までの自治体業務で汎用

的に使用できる情報システムは、時空間 GIS

を基盤として構築できるという提案である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.時空間 GIS の概念 

時空間 GIS では、時空間の位置に関係付

けて全ての地理情報を記述する時空間デー

タベースを中心にした構成になっている。 

図 1 に示すように時々刻々変化する実世

界を時空間データベースとして記述するこ

とによって、任意の時間の状況を表現した

り時間的な推移を分析したりすることがで

きる。 

 

 

3.時空間 GIS の特徴 

従来の多くの GIS では、図 2-1 に示すよ

うに地図のデータに地理的な情報を関係付

けて記述しているために、時間的な情報は、

属性情報の一部に含めて記述することはで

きても、XYZ で表される空間軸と同じよう時

間軸を扱うことはできなかった。 

時々推移する情報の表現においては、変

化を余儀なくされる住所やインデックス番

号による管理は不向きである。また、住所に

関係付けられた情報からは、隣接関係が把

握できない。また、同じ住所に位置する複数

の地物を区別することもできない。 
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それに対して、時空間 GIS では、以下の

特徴を持つ。 

1)時空間位置による地物の記述 

図 2-2 に示すように、全ての情報を時間

と場所の位置に関係付けて記述するのが時

空間地理情報システムの特徴である。 

時空間の位置で管理された情報は、必要

に応じてその場所の任意の時期の住所と関

係付けて表現することも容易である。 

時空間の位置に関係付けて記述すること

で、システムに依存するインデックス番号

に頼らない汎用的な情報記述がなされるた

め、利用システムや管理機関によらない汎

用的な管理ができることになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)独立して管理される時空間データベース

の統合と共有化 

図 3 に示すように、独立に管理されてい

た情報の統合が容易に行えることも特徴と

なる。個別に時空間位置に配置された情報

をシステムで要求に応じて動的な関係付け

を行うため、必要な情報だけを統合するこ

とで、一体化したデータベースを構築する

ことができる。図 3では、住所、床面積、世

帯主の情報を集めた情報処理をする事例を

表している。 

時空間の位置に関係付けられた情報は、

複数の異なる機関で作成された場合でも集

めることで容易に統合することができる。 

同様に、その位置を介してデータベース

処理をすることができる。これにより動的

データを対象にした協調作業のための情報

共有が可能性になる。 
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3)存在期間の曖昧さの記述 

図 4 に示すように、各地物の時間的な状

態としては存在するか否かであるため、存 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在期間として表す。SS と SE、ES と EE の曖

昧な期間を設けることによって、解釈によ

って存在するかしないかが異なる時間を表 
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しており、限られた調査に起因する時間情

報の曖昧さを吸収することもできる。 

 

 

4.時空間 GIS の具体化 

同じ場所には複数の地物が同時に存在す

ることは現実世界では有得ない。そこで、デ

ータベースの記述において、情報の接続関

係(位相)と位置の情報に対する扱いに要求

の差が出ることになる。そのために、データ

の記述方法の根本を見直すことが現実シス

テムを具体化するためには必須要件になる。

このことは、従来型 GIS の単純拡張、つま

り(X、Y)表現に高さ Z を加える平面システ

ムから立体システムというような拡張、で

は効率的なシステムが実現しにくいことを

意味する。その内容は詳細になるため必要

な方は専門誌を参照いただきたい。 

時空間 GIS の特徴である情報の共有化を

実現するためには、情報の記述形式が既知

である必要がある。そこで、データベース構

造を公開形式としたシステム開発が求めら 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れる。性能面での評価実績があり仕様が公

開されている時空間データ構造としては、

「KIWI+」と呼ばれているデータ構造などが

ある。この仕様は、カーナビゲーションシス

テム向けとして JIS 化されているデータ構

造と類似の設計思想によっている。 

公開型データ構造を採用することは、利

用システムの置き換えの自由度を保障する

ことにもなる。システム開発の自由度を増

加させることになり新規機能の実現が保証

されると同時にシステムの囲い込みを排除

することにも繋がる。 

 

 

5.リスク対応型地域管理情報システム

(RARMIS)と防災応用 

時空間GISの特徴を生かすことによって、

関連機関の平常業務と緊急業務を連続的に

繋ぐ情報システムを実現することができる。

図 5 に示すように自治体などでは業務の移

行ができる。ここで提案している緊急時対

応の情報処理専門機関である仮称「防災情 
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報センター」は、平常業務として災害情報処

理を行う専門機関である。全国で数箇所に

設置することによって被災地外から情報処

理の支援を行うことができる。 

基盤になる全国データベースの構築が必

要になる。災害対応としては、家屋やライフ

ライン(水道、電気、ガスなどの配管、配線)

の位置が表せる精度が求められる。 

国の機関として国土地理院、(財)統計情

報研究開発センターなどからは全国デーが

提供されているが、県別、自治体別に提供さ

れており全国シームレスになっておらず、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データ量も大きくCD-ROMで50枚を超える。

そこで、図 6 に示すように、国土地理院な

どから入手できるデータを用いて上記

KIWI+形式の全国シームレスデータを作成

した。このデータベースは、他分野での幅広

い利用の可能性があるため版権を所有する

国土地理院から再配布の承認も得ている。 

この研究は、平成 14 年度から 5ヵ年で実

施されている文部科学省の「大都市大震災

軽減化特別プロジェクト」の中で具体化が

検討されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


